交野市　条例適用申請に対する処分個票
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担当部署:　環境部 環境衛生課　
	処分の概要
	工事設計の基準適合の確認

	例規名
根拠条項
	大阪府特設水道条例　第5条第1項

	例規番号
	昭和33年大阪府条例第30号

	【根拠条文】
第5条　特設水道の布設工事をしようとする者は、その工事に着手する前に、当該工事の設計が前条各号に掲げる基準※1に適合するものであることについて、知事の確認を受けなければならない。
2　前項の確認の申請をするには、申請書に、規則で定める書類及び図面を添えて、知事に提出しなければならない。
3　知事は、前項の申請を受理した場合において、当該工事の設計が前条各号に掲げる基準に適合することを確認したときは、申請者にその旨を通知し、適合しないと認めたとき又は申請書の添付書類によっては適合するかしないかを判断することができないときは、その適合しない点を指摘し、又はその判断することができない理由を付して、申請者にその旨を通知しなければならない。
4　前項の規定による通知は、第2項の申請を受理した日から起算して30日以内に、書面をもってしなければならない。

【基準】
※1
大阪府特設水道条例
(施設基準)
第四条　特設水道は、原水の質及び量、地理的条件、当該特設水道の形態等に応じ、取水施設、貯水施設、導水施設、浄水施設、送水施設、配水施設及び給水施設の全部又は一部を有すべきものとし、その各施設は、次に掲げる基準に適合しなければならない。
　一　取水施設は、できるだけ良質の原水を必要量取り入れることができるものであること。
　二　貯水施設は、渇水時においても必要量の原水を供給するのに必要な貯水能力を有すること。
　三　導水施設は、必要量の原水を送るのに必要なポンプ、導水管その他の設備を有すること。
　四　浄水施設は、原水の質及び量に応じて、前条の規定による水質基準に適合する必要量の浄水を得るのに必要な沈殿池、ろ過池その他の設備を有し、かつ、消毒設備を備えていること。
　五　送水施設は、必要量の浄水を送るのに必要なポンプ、送水管その他の設備を有すること。
　六　配水施設は、必要量の浄水を一定以上の圧力で連続して供給するのに必要な配水池、ポンプ、配水管その他の設備を有すること。
　七　給水施設は、その構造及び材質が、規則で定める基準に適合するものであること。



	標準処理期間
	30日

	備考
	

	


	設定年月日
	平成25年6月25日
	最終変更年月日
	平成29年11月13日
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